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民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
よ
り
良
い
情
報
提
供
に
つ
い
て

問　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
全
面
が
市
内
の
風
景
画
像
と
な

っ
て
お
り
、
他
市
と
比
較
し
て
斬
新
で

は
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
使
い
に
く
い

と
の
意
見
が
市
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
何
か
。
ま
た
、
今
後
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
見
直
し
を
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点

か
ら
、
水
や
緑
の
山
並
み
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
配
色
と
し
、
写
真
を
大
き
く
使
い
、

本
市
の
魅
力
を
最
大
限
発
信
で
き
る
デ

ザ
イ
ン
と
し
た
。
委
託
契
約
は
平
成
32

年
１
月
ま
で
で
、
今
後
は
ウ
ェ
ブ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
利
用
し
、
誰
に
と
っ
て
も
使

い
や
す
く
、
探
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
あ
る
の
か
調
査
し
改
善
し
て
い
く
。

要
望　
平
成
31
年
度
か
ら
市
役
所
の
組

織
再
編
が
行
わ
れ
る
た
め
、
市
民
が
迷

わ
な
い
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
契
約
期
間
は
31
年
度

中
に
満
了
す
る
の
で
、
都
市
間
競
争
を

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
の
文
部
科
学
省
の
教
職

員
勤
務
実
態
調
査
を
受
け
て
行
っ
た
、

本
市
で
の
調
査
の
結
果
と
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
過
労
死
ラ
イ
ン
の
週
60
時
間
以
上

勤
務
が
小
学
校
で
39
％
、
中
学
校
で
47

％
と
決
し
て
看
過
で
き
な
い
深
刻
な
結

果
で
あ
っ
た
。
今
後
は
策
定
し
た
学
校

業
務
改
善
方
針
に
沿
っ
た
３
年
間
の
推

進
期
間
で
集
中
的
な
改
善
を
進
め
る
。

問　
方
針
の
中
で
効
果
が
期
待
で
き
る

①
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
部

活
動
指
導
員
の
拡
充
や
、
②
学
校
の
留

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
出
産
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て

問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
再
開
が

望
ま
れ
て
い
る
中
、
平
成
30
年
４
月
の

診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
※
妊
婦

加
算
に
よ
り
妊
婦
の
外
来
診
療
時
の
負

担
が
増
え
た
。
加
算
は
少
子
化
対
策
に

逆
行
し
て
お
り
、
出
産
へ
の
意
識
が
低

下
す
る
懸
念
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
加
算
に
よ
る
経
済
的
負
担
へ
の
心

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
障
が
い
者
雇
用
の
今
後
に
つ
い
て

問　
平
成
25
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者

雇
用
促
進
法
が
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、

精
神
障
が
い
者
が
雇
用
義
務
の
対
象
に

追
加
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
労
働
力
の

確
保
や
生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
障
が
い
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
多

く
の
中
央
省
庁
で
、
障
が
い
者
雇
用
率

算
定
の
不
正
や
誤
り
が
発
覚
し
、
本
市

に
お
い
て
も
雇
用
率
の
算
定
に
誤
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
率
先
し

て
推
進
す
べ
き
立
場
で
あ
る
行
政
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
障
が
い
者

雇
用
に
つ
い
て
は
個
別
の
障
害
特
性
を

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
環
境
整
備
を
図
る
の
か
伺
う
。

答　
現
在
、
15
人
の
障
が
い
者
を
採
用

し
て
い
る
が
、
法
改
正
に
伴
っ
て
障
害

特
性
の
基
準
が
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、

受
験
に
向
け
た
環
境
整
備
と
と
も
に
、

幅
広
い
特
性
の
あ
る
障
が
い
者
個
々
に

適
し
た
業
務
内
容
な
ど
も
考
慮
し
、
採

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
観
光
資
源
と
し
て
の
表
丹
沢
の
活

用
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
う
、

秦
野
Ｓ
Ａ
（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

設
置
に
よ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上

し
、
今
後
さ
ら
に
人
の
流
れ
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大

限
に
生
か
し
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携

し
た
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
な
ど
に
よ
る
表

丹
沢
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
づ
く
り

と
、
道
の
駅
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
に
も
意
見

を
聴
く
中
で
、
ま
ず
は
表
丹
沢
全
体
を

舞
台
に
し
た
構
想
を
策
定
し
た
い
。

要
望　
本
市
が
発
展
す
る
た
め
の
ア
ピ

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
要
望
す
る
。

二　
外
国
籍
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て

問　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外

国
籍
の
児
童
・
生
徒
は
何
人
か
。

答　
本
市
の
外
国
籍
児
童
・
生
徒
数
は
、

平
成
23
年
度
よ
り
２
８
０
人
前
後
で
推

移
し
、
27
年
度
か
ら
減
少
傾
向
で
30
年

４
月
現
在
２
２
７
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

要
望　
支
援
は
上
智
大
学
短
期
大
学
部

の
学
生
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。
大
学
側
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
連
携
や
情
報
発
信
を
要
望
す
る
。

守
番
電
話
設
置
は
特
に
重
要
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
不
足
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
実
施
に
向
け
た
予

算
の
確
保
に
努
め
る
。
②
設
置
の
た
め

の
更
新
工
事
を
中
学
校
は
平
成
30
年
度
、

小
学
校
は
31
年
度
以
降
に
進
め
る
。

要
望　
子
ど
も
た
ち
の
一
生
に
係
る
重

要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
即
効
性

の
あ
る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

二　
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

問　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
大
き
な
省

エ
ネ
効
果
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
、
街

路
灯
に
つ
い
て
も
そ
の
効
果
を
試
算
し

て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
か
。

配
か
ら
産
婦
人
科
以
外
の
診
療
科
へ
の

受
診
控
え
な
ど
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省

が
制
度
見
直
し
の
検
討
を
開
始
し
た
と

報
道
さ
れ
た
が
、
本
市
で
は
報
道
に
あ

る
よ
う
な
内
容
の
相
談
は
な
い
。

問　
若
者
世
帯
の
負
担
が
増
え
る
中
、

妊
産
婦
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
妊
婦
健
診
、
妊
婦
歯
科
健
診
、
特

定
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
に
助
成
を
し

て
お
り
、
妊
産
婦
と
家
族
が
安
心
し
て

子
育
て
に
臨
め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

要
望　
産
後
の
母
親
と
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
産
後
ケ
ア
事
業
の
支
援
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
妊
婦
加
算
は
国
の

動
向
を
注
視
し
、
助
成
を
含
め
、
若
者

世
帯
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

二　
住
宅
環
境
に
つ
い
て

問　
上
地
区
に
は｢
※
さ
と
地
共
生
住

宅
開
発
許
可
制
度｣

が
あ
る
が
、
上
地

区
居
住
希
望
者
の
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
制
度
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答　
新
東
名
高
速
道
路
秦
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
設
置
を
踏
ま
え
、

制
度
を
見
直
す
時
期
で
あ
り
検
討
す
る
。

要
望　
上
地
区
な
ど
本
市
の
西
部
域
は

西
の
玄
関
口
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、

土
地
利
用
促
進
に
努
め
て
ほ
し
い
。

用
に
つ
な
げ
た
い
。

二　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

向
け
て

要
望　
現げ

ん
こ
ん
か

今
化
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
希
薄
化
し
て
お
り
、
自
治
会

を
中
心
に
加
入
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る

こ
と
は
、
防
災
な
ど
相
互
扶
助
の
観
点

か
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
低
下

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
誰
も
が
寄
り

添
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
再
構
築
す
る
た
め
、
各
地

区
に
拠
点
を
設
け
地
域
力
・
市
民
力
を

生
か
す
環
境
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
た
い
。

ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
観
光
で
あ
り
、
最
大

の
資
源
は
表
丹
沢
で
あ
る
。
未
来
へ
つ

な
ぐ
魅
力
あ
る
観
光
施
策
、
公
約
を
ぜ

ひ
と
も
実
現
し
て
ほ
し
い
。

二　
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
い

て問　
登
下
校
時
の
重
い
荷
物
が
子
ど
も

の
体
に
過
剰
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

宿
題
で
使
わ
な
い
教
科
書
な
ど
は
教
室

に
置
い
て
帰
る
「
置
き
勉
」
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

答　
ロ
ッ
カ
ー
を
活
用
し
た
置
き
場
の

確
保
も
含
め
、
登
下
校
時
の
荷
物
の
過

重
な
負
担
を
解
消
し
て
い
く
。

要
望　
巡
回
教
育
相
談
事
業
に
つ
い
て

は
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
や

早
期
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、

情
報
を
制
す
る
も
の
は

都
市
間
競
争
を
制
す

表
丹
沢
の
未
来
へ
つ
な
ぐ

魅
力
あ
る
観
光
施
策
の
実
現
を

継
続
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
拡
充

し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
、
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

教
職
員
の
多
忙
化
問
題
は
深
刻
で
あ
り

即
効
性
の
あ
る
対
策
を
急
げ

答　
街
路
灯
が
９
８
３
灯
、
公
園
灯
が

４
４
２
灯
あ
り
、
そ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効

果
は
10
年
リ
ー
ス
で
試
算
し
た
場
合
、

約
５
千
万
円
の
削
減
効
果
が
見
込
め
る
。

要
望　
照
明
灯
の
数
が
多
い
ほ
ど
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
省
エ
ネ
効
果
が
高
い
た
め
、
本

市
の
屋
外
照
明
全
般
に
対
し
て
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
一
緒
に
進
め
て
ほ
し
い
。

出
産
・
子
育
て
・
若
者
世
帯
に
対
す
る

適
切
な
支
援
に
努
め
よ

個
々
の
障
害
特
性
に
注
視
し

誰
も
が
社
会
参
加
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を

より使いやすいホームページへの見直しを

本市の資源である表丹沢を生かした
観光施策を

妊産婦への支援充実を
(写真は、おめでた家族教室の様子） 教職員の多忙化解消に向けた対策を

地域力・市民力を生かす環境づくりを

議 会 の 動 向
○11月 20日 （火） ・議案送付
 22日 （木） ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
   ・議会基本条例検証委員会
 26日 （月） ・追加議案送付
 27日 （火） ・市議会第４回定例会開会 【傍聴者数２人】
   ・議会運営委員会
   ・議会報編集委員会
   ・議会基本条例検証委員会
 30日 （金） ・本会議（議案審議）
○12月 ４日 （火） ・議会運営委員会
   ・総務常任委員会
   ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 ５日 （水） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数２人】
   ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 ６日 （木） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数５人】
   ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 10日 （月） ・議会運営委員会
   ・本会議（一般質問） 【傍聴者数36人】
 11日 （火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数16人】
 12日 （水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数５人】
   ・代表者会議
   ・議会基本条例検証委員会
 18日 （火） ・議会運営委員会
   ・予算決算常任委員会
   ・市議会第４回定例会閉会 【傍聴者数２人】
   ・臨時議員連絡会
   ・議会運営委員会
   ・議会報編集委員会
 21日 （金） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
○１月 16日 （水） ・代表者会議
   ・議員連絡会
   ・議会報編集委員会
○２月 ６日 （水） ・議会報編集委員会
   ・議会基本条例検証委員会
 15日 （金） ・議員連絡会
   ・議会基本条例検証委員会

※妊婦加算…妊婦や胎児に配慮した適切な診察を受けられるようにするため、病名や診療科にかかわらず、妊婦が医療機関を受診した際に医療費に上乗せされる。平成31年１月１日から凍結
※さと地共生住宅開発許可制度…上地区の少子高齢化、人口減少対策の一つとして、里地里山の魅力ある地域資源を生かした住宅の建設を認め、市街化調整区域にふさわしい土地利用を図る制度

用語解説




